
図1  新たな被ばく線量評価モデルの概要

本研究で開発したモデルでは、個々の住民の生活行動における滞在箇所の空間線量率を、滞在時間分足し合わせて被ばく線量を求めます。

東京電力福島第一原子力発電所の事故後、被ばく線量は個人線量計により測定されるか、簡易なモデルにより大ま

かにかつ保守的に評価されてきました。一方、特定復興再生拠点区域での避難指示解除に際しては、個々の住民の実

際的な被ばく線量を予測する必要があり、従来の簡易なモデルよりも詳細な被ばく線量を評価できるモデルが必要と

なりました。

本研究では、住民の日々の生活行動と環境モニタリングで得られた空間線量率に基づいて精度良く被ばく線量を予

測できる新たなモデルを開発しました（図1）。モデルの開発に際しては、207件の建築物について屋内の空間線量率

に対する天然放射性核種など自然由来の放射線の影響を評価し、被ばく線量の予測精度を向上させました。また従来

は、モデルの精度検証が十分になされていませんでしたが、本研究では106人日分の個人線量の測定結果と行動記録

を収集、精査し、精度を検証しました。その結果、本モデルの95 %予測信頼区間は、避難指示解除の目安となる年

間20 mSvほどの環境下でわずか13 ％程度であることが示されました。

本モデルによる予測結果は、避難指示解除の判断材料として各自治体の除染検証委員会等に提供され、また今後も

特定帰還居住区域での避難指示解除に際して活用される見込みです。将来的には万が一、原子力災害が生じた際に、

避難時の被ばく線量予測など放射線防護への活用も考えられます。

　本研究は、原子力規制委員会原子力規制庁からの受託研究「令和 2 ～ 4 年度原子力施設等防災対策等委託費（生活行

動パターンを模擬した連続的な空間線量率の測定及び詳細モニタリング結果のマップ化）事業」にて実施されました。
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